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え
び
の
市
で
の
交
通
死
亡
事
故
発
生
件
数

は
、
平
成
20
年
6
月
か
ら
平
成
25
年
11
月
ま

で
ゼ
ロ
で
し
た
。
平
成
27
年
に
入
っ
て
か
ら

は
、
す
で
に
3
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
、
私
た
ち
は

交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
改
め
て
交
通

安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

多
い
高
齢
者
の
事
故

　

平
成
26
年
の
宮
崎
県
内
で
の
交
通
死
亡
事

故
発
生
件
数
は
、
48
件
（
前
年
比
10
件
減
）、

●平成 26 年の交通事故の年代別死者数（宮崎県） で
す
。
こ
の
う
ち
、
31
件
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
す
。
交
通
死
亡
事
故
は
、
自
動
車
乗

車
中
が
最
も
多
く
、
次
い
で
歩
行
者
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
、
午
後
5
時
か
ら
午
後
7
時

ま
で
が
最
も
多
く
、車
両
相
互
の
追
突
事
故
、

出
合
い
頭
の
事
故
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
原
因
別
で
は
、
安
全
不
確
認
、
動
静

不
注
視
、
前
方
不
注
意
が
大
半
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
運
転
の
ベ
テ
ラ
ン

で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、

「
自
分
は
事
故
な
ど
起
こ
す
わ
け
が
な
い
」

と
思
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
も
、
と
っ
さ

の
判
断
ミ
ス
や
操
作
の
遅
れ
が
大
惨
事
を
招

区分 平成 26 年 前年比

宮崎県

発生（件） 9,759 -699

死者（人） 49 -10

負傷者（人） 11,534 -1,055

えびの市

発生（件） 99 -7

死者（人） 1 0

負傷者（人） 121 -3

き
ま
す
。
そ
の
リ
ス
ク
は
、
加
齢
で
身
体
の

機
能
が
低
下
す
る
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
く
こ

と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
危
な
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
つ

つ
も
「
あ
と
も
う
少
し
だ
け
」
と
ハ
ン
ド
ル

を
握
り
続
け
、
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

人
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
運
転
を
や
め
よ
う

と
し
な
い
人
、
高
速
道
路
を
逆
走
し
、
自
ら

命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
人
な
ど
、
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
は
全
国
的
に
も
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
、
被
害
者
は
も
ち
ろ
ん
、
ド

ラ
イ
バ
ー
自
身
や
家
族
を
も
不
幸
に
陥
れ
ま

す
。「
危
な
い
な
」
と
感
じ
た
ら
、
運
転
を

や
め
る
勇
気
、
運
転
を
や
め
さ
せ
る
周
囲
の

家
族
の
決
断
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

高
齢
者
に
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
や
運

転
経
歴
証
明
書
交
付
手
数
料
の
助
成
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
手
続
き
は
、
え
び
の

警
察
署
地
域
交
通
課
お
よ
び
、
え
び
の
地
区

交
通
安
全
協
会
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
基
地
・
防
災
対
策
課
（
☎

35
‐
１
１
１
１
内
線
３
１
８
）
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

夜
間
の
外
出
は
明
る
い
服
装
で

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
で
特
に
多
い
の
は
歩

行
中
の
事
故
で
す
。
高
齢
者
の
歩
行
中
の
事

故
は
、
夕
方
の
暗
く
な
り
始
め
た
時
間
帯
に

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
間
帯
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
歩
行

者
な
ど
が
見
え
に
く
く
な
る
時
間
帯
で
す
。

歩
行
者
が
交
差
点
や
道
路
を
横
断
す
る
と
き

に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
え
に
く
く
、
事
故

に
至
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
夕

方
か
ら
夜
間
に
出
歩
く
と
き
は
、
白
っ
ぽ
い

服
装
を
し
た
り
、
反
射
材
を
つ
け
た
り
す
る

な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
に
つ
き
や
す
い
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
歩
行
中
の
交
通
事
故
で
も
、
3

分
の
1
が
交
通
ル
ー
ル
違
反
に
よ
る
も
の
で

す
。「
信
号
無
視
は
し
な
い
」、「
横
断
歩
道

で
は
青
信
号
で
も
左
右
の
確
認
を
し
て
か
ら

横
断
す
る
」
な
ど
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
も
、

初
心
に
か
え
っ
て
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

●平成 26 年の交通事故発生状況

●平成 26 年の状態別死者数（宮崎県）

30 歳代

高校生～ 24 歳 3 人

3 人

1 人

5 人

5 人

1 人

31 人

25 ～ 29 歳

40 歳代

50 歳代

60 ～ 64 歳

65 歳以上

自動車乗車中

二輪車乗車中

自転車乗用中

歩行中

24 人

6 人

3 人

16 人
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ザ・交通事故
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ひ
と
に
優
し
い
運
転
を

　

道
路
を
通
行
す
る
の
は
、
自
動
車
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
歩
行
者
や
自
転
車
、

バ
イ
ク
な
ど
も
同
じ
道
路
を
利
用
し
ま
す
。

　

自
動
車
が
他
の
道
路
利
用
者
と
ぶ
つ
か
っ

た
場
合
に
は
、
事
故
の
原
因
が
相
手
に
あ
っ

た
と
し
て
も
、
相
手
に
大
ケ
ガ
を
さ
せ
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
細
心

の
注
意
を
払
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
中
に
は
、
横

断
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
道
路
を
横

断
し
た
り
、信
号
を
無
視
し
た
り
す
る
な
ど
、

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

交
通
死
亡
事
故
は
、
夕
方
か
ら
夜
間
に
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
暗
く
な
っ
て
き
た
ら

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
は
、
不
慣
れ
な
道
ば
か
り
で
起

き
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
こ

は
い
つ
も
車
が
少
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
慣

れ
か
ら
生
じ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

よ
く
知
っ
て
い
る
、
い
つ
も
通
る
道
だ
か
ら

こ
そ
、
よ
く
注
意
し
て
慎
重
に
運
転
を
す
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
は
正
し
く
安
全
に

　

自
転
車
は
だ
れ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る

身
近
な
乗
り
物
で
す
が
、
道
路
交
通
法
で
は

「
軽
車
両
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
自
動

車
や
バ
イ
ク
と
同
じ
よ
う
な
ル
ー
ル
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
に
は
、
罰

金
も
科
せ
ら
れ
ま
す
。
自
転
車
で
交
通
事
故

を
起
こ
す
と
自
動
車
の
場
合
と
同
様
に
「
刑

事
責
任
」
と
「
民
事
責
任
」
を
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
交
通
事
故
を
防
ぎ
、
自
転

車
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に
、
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
自
転
車
の
罰
則
が
強
化
】

　

平
成
27
年
6
月
1
日
か
ら
道
路
交
通
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
危
険
な
違
反
行
為
を
し

て
2
回
以
上
摘
発
さ
れ
た
自
転
車
運
転
者

は
、
公
安
委
員
会
の
命
令
を
受
け
て
か
ら
指

定
さ
れ
た
期
間
内
に
有
料
の
講
習
を
受
け
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
受
講
命
令
を
無
視
し

た
場
合
は
、
5
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

［
違
反
行
為
］信
号
無
視
、遮
断
踏
切
立
入
り
、

酒
酔
い
運
転
、
制
御
装
置
（
ブ
レ
ー
キ
）
不

良
自
転
車
運
転
、
歩
道
通
行
時
の
通
行
方
法

違
反
、
指
定
場
所
一
時
不
停
止
な
ど

事
故
の
な
い
え
び
の
市
を

　

交
通
事
故
は
、
被
害
者
と
そ
の
家
族
だ
け

で
は
な
く
、
加
害
者
や
加
害
者
の
家
族
に
も

一
生
後
戻
り
で
き
な
い
大
き
な
悲
劇
を
招
く

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
お
互
い
に
優

し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
独
り
よ
が
り
な
歩
行
や

運
転
を
や
め
、
事
故
の
な
い
え
び
の
市
を
目

指
し
て
交
通
安
全
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

横断歩道で交通指導を行うえびの地区交通安全協会職員
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市では、えびの地区交通安全協会などと連携して、市内
各所で、年4回交通安全を呼びかける街頭キャンペーン
を行っています。キャンペーンでは、ドライバーに啓発
のチラシなどを配るなど安全運転を呼びかけています。

えびの市交通指導員会では、毎年1回、交通事故防止の
ために、市内のカーブミラーの清掃を行っています。4
月22日、市内約30か所のカーブミラーの清掃を行いまし
た。

毎年1回、犯罪や交通事故のない安心して生活できるえ
びの市を目指そうと決起集会を行っています。集会では、
新入学児童生徒への反射材などの贈呈やがんばろう三
唱を行うなど交通事故防止への決意を固めています。

□交通安全街頭キャンペーン

□カーブミラー清掃ボランティア

□「地域安全・交通安全運動」決起集会

　市内では、平成 27 年に入ってから、交通事故で 3
人が亡くなっています。亡くなった人は、3 人とも
65 歳以上の高齢者です。2 人は、夜間に道路横断中
の歩行者でした。横断歩道は、歩行者が守られる場
所です。運転者は、横断歩道で横断している人や横
断しようとしている人がいる時は、必ず停止線の手
前で一時停止してください。
　歩行者は、横断中も左右の確認をしてください。
また、夜間はなるべく明るく目立つ服装や反射材を
着用するようにしましょう。

　私たちは、毎週月曜日の朝に市内各所の交差点な
どで、主に児童や生徒たちに横断歩道の渡り方や自
転車の乗り方などの交通指導を行っています。指導
の成果もあり、最近では通学中の自転車が危険な走
行をしなくなりました。
　私たちは、制服を着て交差点に立っています。目
立つ服装をしているので、自動車の運転者は、私た
ちに気付くと、シートベルトの確認をし、黄色信号
では、きちんと車を停止します。運転者の注意を引
くだけで、これだけの効果があります。

えびの警察署
地域交通課　

佐土原 寛 課長

えびの市交通指導員会

福満 義秀 会長

横断歩道は歩行者優先です

■交通事故のないえびの市をInterview

交差点等で交通指導を行っています
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情報公開・個人情報保護制度の
運用状況を公表します
情報公開条例および個人情報保護条例に基づき、市は、毎年その運用状況を公表しています。
平成 26 年度の運用状況を以下のとおり公表します。

＊公文書公開の実施状況＊

　表中の『一部公開』については、公にすることにより、特定の個人や法人等の権利、利益を害すると認められる情報、
事務や事業の適正な遂行に支障を及ぼすと認められる情報に該当するとして一部が非公開とされたものです。表中の『非
公開』については、「該当する公文書が存在しない」ものです。

＊会議の公開の運営状況＊

平成 26 年度 平成 25 年度

会議の開催回数（ａ） 168 回 154 回

公開された会議の回数（ｂ） 133 回 125 回

非公開とされた会議の回数 35 回 29 回

傍聴者数（合計） 9 人 5 人

公開率（ｂ／ａ） 79.17％ 81.17％

　市では、情報公開条例に基づき、審議会等の会議を公開しています。
　これは、市のさまざまな計画や施策の決定過程を広く市民の皆さんに公開することにより、市政に対する市民の権利の
確保に努め、市政に対する理解を深めてもらい、開かれた市政の実現を図るために行っているものです。

《昨年度との比較》
　開催された会議の回数は 14 回増、公開された会議の回数は 8 回増となり、公開率は、2 ポイント下がりました。非公開（一
部公開を含む）とされた会議は、個人情報に関する部分や審査・評価に関する事項についてのみ非公開としたものと会議
開催の事前公表を行わなかった会議です。

＊個人情報保護制度の運用状況＊

開示請求 訂正等請求 不服申立て 目的外利用 外部提供

0 件 0 件 0 件 0 件 1 件

　表中の『個人情報取扱事務登録件数』とは、市の事務のうち、個人情報を収集・管理・利用・提供する事務について、
個人情報取扱事務目録に登録している事務の件数をいいます。内訳は、市長部局 188 件、教育委員会 46 件、農業委員会
18 件、選挙管理委員会 23 件、議会 3 件、監査委員 2 件、固定資産評価審査委員会 2 件、公平委員会 1 件となっています。

■お問い合わせ先
えびの市総務課行政係
☎ 35-1111（内線 311・314）

個人情報取扱事務登録件数（平成 27 年４月１日現在）

283 件

請求件数 全部公開 一部公開 非公開 不服申立て

16 件 12 件 3 件 1 件 1 件
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公営企業の財政状況
えびの市の公営企業（水道事業・病院事業）の財政状況については、毎年 6 月と 11 月に公表しています。
今回は、平成 26 年 10 月１日から平成 27 年 3 月 31 日まで（平成 26 年度下半期）の予算の収入と支出
の状況についてお知らせします。（四捨五入の関係で、数値、率が一致しない場合があります）

水道事業
区　分 予算額

執　行　額
収入率％

下半期 累　計
水道事業収益 353,266,000 197,126,033 352,121,302 99.7

営業収益 323,215,000 166,138,135 320,472,903 99.2

営業外収益 11,651,000 12,631,728 13,247,399 113.7

特別利益 18,400,000 18,356,170 18,401,000 100.0

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

水道事業費用 361,326,000 217,239,920 351,502,289 97.3

営業費用 305,549,000 174,335,374 297,475,971 97.4

営業外費用 23,050,000 10,965,347 22,054,527 95.7

特別損失 32,227,000 31,939,199 31,971,791 99.2

予備費 500,000 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】
※収入の営業収益は、水道料金や手数料、水道加入金など。営業外収益は長期前受金戻入など。

※支出の営業費用は、原水および浄水費、配水および給水費、減価償却費など。営業外費用は、企業債の償還利息など。

単位：円

単位：円

区　分 予算額
執　行　額

収入率％
下半期 累　計

病院事業収益 985,336,000 576,994,713 995,079,673 101.0

医業収益 678,384,000 335,868,565 689,308,352 101.6

医業外収益 87,593,000 21,768,148 86,413,321 98.7

特別利益 219,359,000 219,358,000 219,358,000 100.0

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

病院事業費用 1,159,358,000 493,702,332 1,123,695,713 96.9

医業費用 913,544,000 464,284,868 850,374,428 93.1

医業外費用 1,864,900 29,338,462 29,850,344 1600.6

特別損失 243,844,000 79,002 243,470,941 99.9

予備費 105,100 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】
※収入の医業収益は、入院収益、外来収益など。医業外収益は、一般会計補助金など。

※支出の医業費用は、給与費、診療材料費、電気代などの経費、研究研修費など。医業外費用は、企業債の償還利息など。

単位：円

単位：円

■お問い合わせ先
えびの市水道課経営管理係
☎ 35-1111（内線 291）

■お問い合わせ先
えびの市立病院
☎ 0984-33-1023

◎水道業務量
平成 26 年 10 月１日～

平成 27 年 3 月 31 日

［給水戸数］8,581 戸
［給水人口］18,313 人
［下半期給水量］940,859m3

［１日平均給水量］5,170m3

［１人１日平均給水量］282.3㍑
［普及率］91.6％

病院事業

Data

◎借入金残高
12 億 729 万円

◎病院業務量
平成 26 年 10 月１日～

平成 27 年 3 月 31 日

［病床数］50 床
［患者数（入院）］6,331 人
［患者数（外来）］14,667 人
［１日平均入院患者数］34.8 人
［１日平均外来患者数］123.3 人

◎借入金残高
2,568 万円

Data
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第 29回えびの京町温泉マラソン大会

えびの路を駆ける
　

5
月
17
日
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の
を

メ
イ
ン
会
場
に
「
第
29
回
え
び
の
京
町
温
泉

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
10
キ
ロ
の
部
を
廃
止
し
、
ハ
ー

フ
、
5
キ
ロ
、
3
キ
ロ
、
親
子
3
キ
ロ
の
部

で
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
、
市
内
外
か
ら
過
去

最
高
の
２
４
７
７
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
ハ
ー

フ
の
部
に
は
、
最
も
多
い
１
４
９
２
人
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
選

手
は
、
ゴ
ー
ル
の
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
を
目
指

し
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
た
大
会
運
営

　

え
び
の
京
町
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
を
地
域
や
団

体
、
組
織
と
共
に
喜
び
と
感
動
を
共
有
で
き

る
魅
力
あ
る
大
会
と
す
る
た
め
、
市
、
自
治

会
、
地
元
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
機

関
・
団
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
大
会
運
営

を
行
い
ま
し
た
。
運
営
に
携
わ
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
個
人
や
飯
野
高
校
生
、
市
議
会

議
員
、
陸
上
自
衛
隊
え
び
の
駐
屯
地
の
隊
員

な
ど
18
団
体
、
約
４
３
０
人
で
し
た
。

　

大
会
で
の
バ
ナ
ナ
や
豚
肉
な
ど
の
お
も
て

な
し
の
食
材
や
、
抽
選
会
の
景
品
な
ど
は
、

市
内
企
業
か
ら
提
供
を
受
け
ま
し
た
。

　

米
盛
病
院
（
鹿
児
島
市
）
か
ら
は
、
医
師

ら
9
人
と
ド
ク
タ
ー
カ
ー
1
台
、
ド
ク
タ
ー

バ
イ
ク
1
台
の
派
遣
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
選
手
は
、「
沿
道
の
声
援
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
、
気
持
ち
よ

く
走
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
地
元
住
民
や
数
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
温
か
い
支
援
で
、
成
功
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①沿道を走るランナー②エイ
ドで給水するランナー③ハー
フの部に出場したゲストラン
ナー④食事を配布するボラン
ティア⑤給水所の準備をする
自衛隊員⑥ランナーのタグを
取り外す飯野高校生⑦手を挙
げて完走を喜ぶランナー

④

①②

⑤⑥

③

⑦
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ホ
ー
ク
ス
の
本
拠
地
で
え
び
の
市
を
P
R

ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム
で
ゲ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー
事
業
を
展
開

　

市
で
は
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
の
本
拠
地
、
福
岡
ヤ
フ

オ
ク
ド
ー
ム
で
、
ゲ
ー
ム
ス
ポ
ン

サ
ー
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
業
で
は
、
5
月
31
日
に
行
わ

れ
た
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
対
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ

戦
を
協
賛
。
試
合
前
に
、
村
岡
市

長
が
観
客
3
万
７
０
０
０
人
を
前

に
え
び
の
市
を
P
R
し
、
市
議
会

の
本
石
議
長
と
J
A
え
び
の
市
の

篠
原
組
合
長
が
両
チ
ー
ム
の
主
将

に
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

始
球
式
で
は
、
公
募
に
よ
り
選

ば
れ
た
倉
田
清き

よ
た
ろ
う

太
郎
さ
ん（
真
幸

小
5
年
）が
投
球
を
行
い
ま
し
た
。

　

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
モ
ニ
タ
ー

で
の
え
び
の
市
の
紹
介
や
、
え
び

の
市
P
R
用
う
ち
わ
の
配
布
、
え

び
の
市
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選

会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
29
日
か
ら
31
日
の
3
日

間
、「
み
や
ざ
き
ス
ペ
シ
ャ
ル

3
D
A
Y
S
」を
開
催
。
宮
崎
市

観
光
協
会
、
J
A
宮
崎
中
央
と
連

携
し
て
、
球
場
周
辺
で
の
物
産
展

や
、
の
ぼ
り
の
掲
示
を
行
う
な
ど
、

広
く
え
び
の
市
を
P
R
し
ま
し
た
。

物産展ではえびのの特産物の販売が行われました

倉田さんの投球で試合が始まりましたバックスクリーンモニターでもえびの市を PR

工藤監督に記念品を贈呈する村岡市長

主将に花束を贈呈する篠原組合長と本石議長
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市
で
は
、平
成
27
年
10
月
か
ら
、

タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
外
出
時
の
交
通
手
段

に
不
便
を
感
じ
て
い
る
人
や
、
交

通
空
白
地
に
住
ん
で
い
る
人
の
移

動
支
援
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

【
助
成
対
象
者
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
え
び
の
市
在
住
で
、
住
民
登
録

が
あ
り
、
市
税
等
の
滞
納
が
な
い

交
通
空
白
地
な
ど
の
移
動
を
支
援

10
月
か
ら
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業
を
開
始

65
歳
以
上
の
人

・
え
び
の
市
在
住
で
、
住
民
登
録

が
あ
り
、
市
税
等
の
滞
納
が
な
い

16
歳
か
ら
64
歳
の
人
で
、
運
転
免

許
証
ま
た
は
自
動
車
を
持
っ
て
い

な
い
人

【
利
用
方
法
】

　

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
を
受

け
る
に
は
、
申
請
書
を
市
企
画
課

政
策
係
ま
た
は
飯
野
・
真
幸
出
張

所
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

申
請
書
は
、
市
企
画
課
政
策

係
、
飯
野
・
真
幸
出
張
所
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.city.ebino.
lg.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
が
、
提
出
さ
れ
た
申
請
書
を

審
査
し
、
助
成
対
象
者
と
認
め
た

場
合
は
、『
助
成
対
象
者
証
』と『
タ

ク
シ
ー
利
用
券
』を
送
付
し
ま
す
。

　

届
い
た
『
タ
ク
シ
ー
利
用
券
』

を
、
タ
ク
シ
ー
利
用
時
に
運
転
手

に
渡
す
こ
と
で
、
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
の
一
部
の
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
助
成
額
】

　

タ
ク
シ
ー
料
金
が
５
８
０
円
か

ら
７
４
０
円
の
場
合
は
、
タ
ク

シ
ー
料
金
か
ら
５
８
０
円
を
差
し

引
い
た
額
を
助
成
し
ま
す
。
タ
ク

シ
ー
料
金
が
８
２
０
円
以
上
の
場

合
は
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
約
３
割

を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
助
成

額
は
１
０
０
０
円
が
上
限
で
す
。

【
交
付
限
度
枚
数
】

　

タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
、
年
間
48

枚
を
限
度
に
、
申
請
月
に
応
じ
て

交
付
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
は
、
24
枚
（
10
月

～
平
成
28
年
3
月
）
を
限
度

【
有
効
期
限
】

　

タ
ク
シ
ー
利
用
券
が
発
行
さ
れ

た
年
度
の
年
度
末
（
3
月
31
日
）

ま
で
で
す
。
翌
年
度
に
繰
り
越
し

て
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

【
利
用
可
能
区
間
】

　

タ
ク
シ
ー
券
を
利
用
で
き
る
区

間
は
、え
び
の
市
内
に
限
り
ま
す
。

市
外
か
ら
の
移
動
や
市
外
へ
の
移

動
に
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
】

　

タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
、
家
族
や

他
人
に
譲
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、同
乗
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
福
祉
事
務
所

が
行
っ
て
い
る
『
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
』
の
制
度
と
は
、
別
の
制

度
で
す
が
、
両
方
を
同
時
に
利
用

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
２
２
）
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◎受入農家一覧（17 軒）
屋号（農家名） 屋号（農家名）

虹いろ農園（前原 幸太郎） 山風農園（川野 正夫）
百姓の宿　鬼が島（鬼川 直也） 友ちゃんの宿（菅田 正博）
ほたるの郷（外屋 啓子） 笑美農市場（本坊 照夫）
まつくぼ工房（松窪 貞夫） さと子のおうち（鬼塚 浩子）
里山・北樹園（北園 一正） 米ちゃんハウス（持永 忠雄）
カルデラの園（関田 徳弘） くにちゃんち（假屋 邦彦）
東の里山（上畠 勝） さと山秋路（楢木 さち子）
田舎家風流里（木下 幸夫） 山の上の星空ハウス☆（藤代 美智子）
ひなたぼっこ（岡原 正己）

農
家
民
泊
受
入
拡
大
推
進
事
業

農
家
民
泊
受
入
体
験
を
実
施

　

市
で
は
、
北
き
り
し
ま
田
舎
物

語
推
進
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
農

家
民
泊
の
受
入
農
家
を
増
や
す
た

め
、「
農
家
民
泊
受
入
拡
大
推
進

事
業
」
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
農
家
民
泊
受
入
農
家
軒

数
は
、
え
び
の
市
内
で
17
軒
、
西

諸
地
域
全
体
で
56
軒
と
少
な
く
、

大
規
模
校
（
生
徒
数
3
0
0
人

以
上
）
の
受
け
入
れ
を
断
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
一

度
に
３
０
０
人
以
上
の
受
け
入
れ

を
可
能
に
す
る
た
め
、
農
家
民
泊

の
受
け
入
れ
農
家
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　

事
業
で
は
、
同
協
議
会
と
連
携

し
て
、
農
家
民
泊
に
興
味
が
あ
る

人
、
将
来
受
け
入
れ
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
農
家
民
泊
受
入
体

験
を
実
施
し
ま
す
。
実
際
に
、
農

作
業
や
料
理
作
り
、
宿
泊
な
ど
を

1
泊
2
日
で
体
験
し
て
も
ら
い
ま

す
。

【
期
日
】
8
月
20
日
（
木
）
午
後

2
時
～
21
日
（
金
）
午
前
11
時

【
参
加
料
】
1
人
２
７
０
０
円

【
定
員
】
20
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
申
込
方
法
】
市
畜
産
農
政
課
農

政
企
画
係
に
電
話
で
申
し
込
む

【
申
込
締
切
】
7
月
31
日
（
金
）

【
そ
の
他
】
1
家
族
2
人
ま
で

※
学
生
は
除
く

問
市
畜
産
農
政
課
農
政
企
画
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

生徒たちと一緒に朝食を食べます

生徒に野菜の苗植え等の仕方を教えます

農家民泊は入村式から始まります
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主

役
に
な
っ
て
自
ら
行
う
地
域
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
、

助
成
金
を
交
付
す
る
「
ぷ
ら
い
ど

21
市
民
団
体
活
動
助
成
金
」
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度

は
、
７
団
体
が
助
成
金
の
交
付
を

受
け
、
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
市
民
団
体
の
活

動
実
績
は
表
の
と
お
り
で
す
。

【
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
と
は
】

　

21
世
紀
を
む
か
え
、
私
た
ち
市

民
が
市
内
に
あ
る
歴
史
や
文
化
、

産
業
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
誇

り
と
自
信
を
持
っ
て
、
い
き
い
き

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
予
算
で
定
め
る
額
を
上
限

と
し
て
、
そ
の
活
動
を
行
う
市
民

団
体
に
助
成
金
を
交
付
す
る
も
の

で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.city.ebino.
lg.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
5
２
）

ぷ
ら
い
ど
21
助
成
事
業
の
活
動
実
績

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援＊平成 26 年度ぷらいど 21 助成金交付団体（市民団体）活動実績＊

団体名 活動実績

加久藤地域防犯パトロー
ル隊

交通事故や犯罪を防ぎ、地域の安全を守るために、子どもと高齢者の見守りおよび
危険箇所のパトロールを行いました。特に、高齢者を狙った犯罪の防止活動や、登
校時の子どもの見守りを重点的に取り組みました。

元気な農業をめざす会
高温に強く食味値の高い「にこまる」の生産技術の向上を図るため、講習会や現地
研修会などを行いました。また、のぼり旗を作成し、にこまるの PR と販路拡大に取
り組みました。

おこびらつつじ保存会
「おこびらつつじ」の増殖および保護活動、苗木の販売、肥料の配布を行いました。

ツツジの開花時期には、「おこびらつつじ祭」を開催しました。祭の開催に伴い、ハッ
ピとユニフォームの製作、案内用立て看板の設置などを行いました。

上浦伝統芸能保存会
上浦自治会の伝統芸能である「鎌踊り」「棒踊り」を継承するため、衣装などで不足
するものを購入し、練習会や講演会を行いました。踊りは、自治会の馬頭観音祭や
小学校の運動会などで披露しました。

環霧島周遊貸切列車運行
実行委員会

吉都線利用促進を目的に、観光特急列車を運行させる「環霧島周遊の旅」を開催し
ました。旅では、吉都線をはじめ、環霧島沿線の鉄路の歴史や車窓からの楽しみ方
を紹介しながら、沿線住民との交流を図りました。

えびのサッカー選手を育
てる会

えびの市内サッカー青少年選手の育成および技術力の向上を図るため、J リーグ指導
者による講演会や、市内小中学生を対象としたプロサッカー選手によるサッカー教
室を開催しました。

五日市駐在所連絡協議会
青色防犯パトロール隊（青色回転灯を付けた車 7 台）を結成し、高齢者や子どもた
ちの見守りを行いました。また、空き家や危険箇所の見回りなどの巡回活動も行い
ました。

鎌踊りを披露する岡元小児童（上浦伝統芸能保存会） にこまるの現地指導（元気な農業をめざす会）　
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平
成
27
年
10
月
か
ら
、
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
に
基
づ
く
、
個

人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
通

知
が
始
ま
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て

い
る
住
所
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

税
の
手
続
き
や
年
金
、
医
療
保

険
、
雇
用
保
険
な
ど
の
社
会
保
障

の
手
続
き
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

【
3
つ
の
メ
リ
ッ
ト
】

［
利
便
性
の
向
上
］

　

添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行
政

手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
、
市
民
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

［
行
政
の
効
率
化
］

　

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
照
合
、

転
記
、
入
力
な
ど
に
要
す
る
時
間

や
労
力
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

［
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
］

　

所
得
や
ほ
か
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
受
給
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な

り
、
負
担
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と

や
給
付
を
不
正
に
受
け
る
こ
と
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０
‐
20
‐
０
１
７
８

マイナちゃん（マイナンバーのマスコットキャラクター）

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

平
成
27
年
10
月
か
ら
個
人
番
号
を
通
知

一般世帯用プレミアム商品券

　

市
で
は
、
地
元
で
の
消
費
拡
大
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
市
内
の
商
店
等
で
共
通
し
て

使
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

を
発
行
し
ま
す
。

【
概
要
】
1
冊
1
万
2
０
０
０
円

分
（
１
０
０
０
円
分
の
商
品
券
が

12
枚
つ
づ
り
に
な
っ
て
い
ま
す
）

【
販
売
額
】［
一
般
世
帯
・
市
外
者
］

1
万
円
（
2
０
０
０
円
分
の
得
）

［
子
育
て
世
帯
］
9
０
０
０
円

（
3
０
０
０
円
分
の
得
）

※
子
育
て
世
帯
は
、
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
で
す
。

※
子
育
て
世
帯
の
商
品
券
を
購
入

す
る
場
合
は
、
購
入
時
に
「
子
ど

も
医
療
費
受
給
資
格
証
」
を
必
ず

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
提
示
が
な

い
場
合
は
、
一
般
世
帯
の
取
り
扱

い
と
な
り
ま
す
。

【
購
入
限
度
数
】［
一
般
世
帯
・
子

育
て
世
帯
］
1
世
帯
10
冊
ま
で

［
市
外
者
］
1
人
2
冊
ま
で

【
販
売
窓
口
】
え
び
の
市
商
工
会
・

市
観
光
商
工
課
・
飯
野
出
張
所
・

真
幸
出
張
所

※
平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
3
時

　

え
び
の
市
観
光
協
会
（
道
の
駅

え
び
の
内
）

※
第
3
火
曜
日
を
除
く
午
前
10
時

～
午
後
3
時

※
え
び
の
市
観
光
協
会
で
は
、
市

外
者
分
の
み
の
販
売
と
な
り
ま
す
。

【
販
売
期
間
】
平
成
27
年
7
月
1

日
～
平
成
27
年
8
月
31
日

※
完
売
次
第
終
了
し
ま
す
。

【
使
用
可
能
期
間
】
平
成
27
年
7

月
1
日
～
平
成
27
年
10
月
31
日

問
え
び
の
市
商
工
会　

☎
35
‐
１
５
４
４

問
市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
・
商

工
振
興
室　

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
３
３
）

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行

地
元
で
の
消
費
活
動
を
拡
大
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5
月
19
日
、
市
役
所
本
庁
で
、

え
び
の
市
の
一
貫
教
育
を
推
進
す

る
各
部
会
に
、
委
嘱
状
の
交
付
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
を
受
け
た
の
は
、
学
力
向

上
推
進
部
会
、
英
語
教
育
推
進
部

会
、
え
び
の
学
企
画
推
進
部
会
、

社
会
科
副
読
本
編
成
委
員
会
、
市

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
5
部
会
、

36
人
で
す
。

　

萩
原
和
範
教
育
長
は
「
児
童
生

徒
へ
の
学
力
向
上
の
成
果
に
つ
な

が
る
よ
う
な
還
元
性
の
高
い
計
画

を
立
案
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

5
月
19
日
、「
人
権
の
花
」
運
動

に
取
り
組
む
真
幸
小
学
校
に
、
花

の
苗
と
看
板
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
花
づ
く
り
を
と
お
し

て
、
命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の

精
神
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
お
う

と
、
市
総
務
課
人
権
啓
発
室
、
宮

崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局
、
都
城

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
共
催
で

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

児
童
を
代
表
し
て
、
山
本
天て
ん
ま真

さ
ん
（
6
年
生
）
は
、「
い
じ
め
や

差
別
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
一

生
懸
命
花
を
育
て
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

5
月
23
、
24
日
、
市
役
所
周
辺
や
え

び
の
駐
屯
地
で
、
え
び
の
駐
屯
地
創
立

34
周
年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

23
日
に
は
、
自
衛
官
候
補
生
や
53
台

の
車
両
に
分
乗
し
た
隊
員
が
市
役
所
東

側
の
道
路
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

観
閲
台
に
隊
員
が
さ
し
か
か
る
と
台

5 部会 36 人の先生に委嘱状を交付

一貫教育の充実を目指す
真幸小学校に「人権の花」贈呈

花づくりで命の大切さを学ぶ

パレードで地域と交流
えびの駐屯地創立34周年記念

上
の
連
隊
長
や
市
長
に
敬
礼
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
沿
道
は
、
パ
レ
ー
ド
を
見

よ
う
と
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

24
日
に
は
、
え
び
の
駐
屯
地
で
、
観

閲
行
進
や
訓
練
展
示
な
ど
の
記
念
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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5
月
29
日
、
ア
バ
ン
ダ
ン
ト
し

ら
と
り
郷
土
の
森
で
、
遊
歩
道
整

備
が
行
わ
れ
、
上
江
中
学
校
の
生

徒
46
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
身
近
な
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
や
郷
土
の
森
を
守
る
大
切

さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　

遊
歩
道
の
整
備
で
は
、
う
回
路

へ
の
丸
太
設
置
や
ヒ
ノ
キ
の
枝
打

ち
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

福ふ
く
ぞ
の園

大だ
い
す
け典

さ
ん（
同
中
3
年
生
）

は
「
遊
歩
道
の
利
用
者
に
、
気
持

ち
よ
く
歩
い
て
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
28
日
、国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、

え
び
の
市
留
学
生
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
歓
迎
会
に
は
、
留
学
生
や
関
係

者
ら
約
２
１
０
人
が
参
加
。
今
年
、
中

国
の
長
春
日
章
学
園
高
中
（
高
校
）
か

ら
え
び
の
市
の
日
章
学
園
九
州
国
際
高

等
学
校
に
来
た
留
学
生
１
０
２
人
を
歓

上江中学校の生徒が遊歩道を整備

郷土の森が利用しやすく

留学生102人を歓迎
長春日章学園高中からえびの市に

迎
し
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
で
は
、
え
び
の
太
鼓
や
留
学

生
の
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

留
学
生
代
表
の
刘
博（
リ
ュ
ウ
ボ
ウ
）

さ
ん
は
「
え
び
の
市
の
皆
さ
ん
の
優
し

さ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

6
月
4
日
、
え
び
の
市
管
工
事

協
同
組
合
（
12
社
加
盟
）
の
組
合

員
約
20
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
水
道

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
員
は
、
加
久
藤
地
域
の

30
軒
を
訪
問
。
水
漏
れ
箇
所
や
蛇

口
の
点
検
・
交
換
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
あ
る
高
齢
者
は
、「
水
漏

れ
し
て
い
て
困
っ
て
い
ま
し
た
。

助
か
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

水道週間にあわせて

高齢者宅の水回りを点検・修理
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養
豚
ブ
リ
ー
ダ
ー　

寳
尺
正
志 

さ
ん
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養
豚
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
新
規
就
農

　
「
豚
1
匹
1
匹
に
愛
情
を
持
っ
て
育
て
て
い
ま
す
。

休
憩
時
間
に
は
、
子
豚
と
接
す
る
こ
と
で
、
日
ご
ろ

の
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、
今
年
4

月
か
ら
、
ピ
ッ
グ
セ
ン
タ
ー
宝
尺
に
新
規
就
農
し
た

寳
尺
正
志
さ
ん（
大
明
司
）で
す
。

　

養
豚
ブ
リ
ー
ダ
ー
は
、
種
豚
を
生
産
し
、
肥
育
農

家
に
提
供
す
る
養
豚
農
家
で
す
。
ピ
ッ
グ
セ
ン
タ
ー

宝
尺
で
は
、
種
豚
や
肉
豚
な
ど
約
3
0
0
0
頭
を

飼
育
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
と
大
ヨ
ー
ク

シ
ャ
ー
と
い
う
種
類
の
豚
か
ら
種
豚
を
生
産
し
て
い

ま
す
。

　

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
父
親
の
手
伝
い
を
し
て
い

た
と
い
う
寳
尺
さ
ん
。
始
め
は
、
別
の
夢
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。「
昆
虫
が
好
き
で
、
将
来
は
昆
虫
の
研

究
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
家
の
手
伝
い
を

し
て
い
る
う
ち
に
、
父
親
の
か
っ
こ
い
い
後
ろ
姿
に

憧
れ
る
よ
う
に
な
り
、
養
豚
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
」

　

寳
尺
さ
ん
は
、
高
鍋
農
業
高
校
を
卒
業
後
、
鹿
児

島
県
立
農
業
大
学
校
に
進
学
。
養
豚
業
に
つ
い
て
の

知
識
を
深
め
ま
し
た
。「
大
学
で
は
、
養
豚
に
関
す

る
基
礎
知
識
や
管
理
技
術
な
ど
を
学
び
ま
し
た
」

快
適
な
環
境
づ
く
り
が
大
切

　

大
学
生
の
時
に
、
本
格
的
に
家
の
手
伝
い
を
始
め

ま
す
。「
大
学
の
授
業
だ
け
で
は
、
実
践
的
な
こ
と

トップブリーダーになりたい

は
な
か
な
か
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
実
家
に
帰
省
し
た

と
き
に
は
、
積
極
的
に
エ
サ
や
り
や
豚
舎
の
掃
除
を

し
ま
し
た
」

　

豚
は
、
ス
ト
レ
ス
に
敏
感
で
、
体
調
を
崩
す
と
き

も
あ
り
ま
す
。「
豚
に
と
っ
て
快
適
な
環
境
づ
く
り

を
し
た
り
、
状
態
を
見
て
エ
サ
を
調
節
し
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

室
内
の
温
度
が
高
い
時
は
、
豚
舎
の
カ
ー
テ
ン
を
開

け
る
な
ど
し
て
、
風
の
通
り
を
良
く
し
て
い
ま
す
」

　

豚
舎
の
清
潔
感
を
保
つ
こ
と
に
も
余
念
が
あ
り
ま

せ
ん
。「
糞
や
尿
の
臭
い
で
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う

Profile

ほうしゃくまさし／大明
司／20 歳／趣味：ドラ
イブ、ボウリング

豚
も
い
ま
す
。
豚
舎
の
清
掃
は
、
朝
と
夕
方
に
2
回

欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
ま
す
」

　

宮
崎
県
が
今
年
か
ら
導
入
し
た
飼
料
米
の
活
用
に

伴
い
、
ピ
ッ
グ
セ
ン
タ
ー
宝
尺
で
も
、
飼
料
米
の
活

用
を
始
め
ま
す
。「
安
定
し
た
国
産
穀
物
の
供
給
は

も
ち
ろ
ん
、
種
豚
の
品
質
向
上
や
地
産
地
消
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ

た
配
合
に
な
る
の
で
、
飼
料
設
計
や
配
合
割
合
な
ど

を
し
っ
か
り
研
究
し
て
い
き
ま
す
」

よ
り
質
の
高
い
種
豚
を
生
産
し
た
い

　
「
今
は
ま
だ
、
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
日
々
の
作
業
の
中
で
一
つ
ひ
と
つ
技
術
を
身
に

つ
け
て
い
ま
す
。
い
つ
か
は
、
ト
ッ
プ
ブ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
よ
り
質
の
高
い
種
豚
の
生
産
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
養
豚
業
は
、
日
々
進
化
し
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
」と
い
う
父
の
言
葉
に
、
寶
尺
さ
ん
は
大
き

く
う
な
ず
き
ま
す
。「
た
く
さ
ん
の
農
場
を
見
て
ま

わ
り
、
良
い
点
を
自
分
の
農
場
で
生
か
す
方
法
な
ど

を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。
質
の
高
い
、
繁
殖
性
の

高
い
豚
を
生
産
す
る
た
め
、
日
々
、
奮
闘
し
て
い
ま

す
」
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�たかはるよりどり交流市運営協議会事務局
　 ☎42-1839

●豚 軟骨の柔らか赤ワイン煮 込 み

【紹介者】地域おこし協力隊　木戸悠輔隊員

とろっとした軟骨の食感がたまらない一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.85

レシピ

【材料】（4人分）
豚軟骨 8 ～ 12個、玉ねぎ 1個、 
人 参 1本、セ ロ リ 1本、赤 ワ
イン 1本（ 720ml ）、菜種油 適
量、塩 5ｇ、水溶き片栗粉 少々、
飾り用ハーブ 適量

【作り方】
① 豚 軟 骨 は 塩 （ 分 量 外 ） で 下 味 を つ け て 、 フ ラ イ パ ン
で 軽 く 色 づ く ま で 炒 め ま す 。
② 玉 ね ぎ ・ 人 参 ・ セ ロ リ を 一 口 大 に 切 っ て 、 ① の フ ラ
イ パ ン で 軽 く 色 づ く ま で 炒 め ま す 。
③ ① と ② と 赤 ワ イ ン ・ 塩 を 圧 力 鍋 に 入 れ 沸 騰 さ せ 、 あ
く を 引 き 、 蓋 を し て 圧 力 が か か る ま で 中 火 に か け ま す 。
④ 圧 が か か っ た 状 態 で 4 0 分 弱 火 に か け 、 粗 熱 が 取 れ る
ま で 待 ち ま す 。
⑤ ④ の 蓋 を 開 け 、 中 火 で し ば ら く 煮 詰 め ま す 。
⑥ 煮 詰 ま っ た ら 味 を 調 え 、 片 栗 粉 で と ろ み を つ け ま す 。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
講

師
の
料
理
教
室
で
作
っ
た
「
豚
軟

骨
の
柔
ら
か
赤
ワ
イ
ン
煮
込
み
」

で
す
。豚
軟
骨
の
柔
ら
か
赤
ワ
イ

ン
煮
込
み
は
、
と
ろ
っ
と
し
た
軟

骨
の
食
感
と
赤
ワ
イ
ン
の
酸
味
が

絶
妙
な
一
品
で
す
。

　

調
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
豚
軟
骨

を
炒
め
た
時
に
出
た
油
を
使
っ
て

野
菜
を
炒
め
る
こ
と
で
す
。そ
う

す
る
こ
と
で
、
野
菜
に
豚
の
油
の

う
ま
み
が
浸
透
し
て
、
煮
込
ん
だ

と
き
に
肉
と
野
菜
の
一
体
感
が
増

し
ま
す
。

　

ま
た
、濃
い
め
の
赤
ワ
イ
ン（
フ

ル
ボ
デ
ィ
）
を
使
う
こ
と
で
、
よ

り
濃
厚
な
味
わ
い
に
な
り
ま
す
。

　

煮
込
み
料
理
は
作
っ
て
す
ぐ
に

食
べ
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま

す
が
、
一
晩
置
く
こ
と
で
、
さ
ら

に
う
ま
み
と
コ
ク
が
増
し
ま
す
。
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神水峡入口付近

今
月
は
、
霧
島
市
に
あ
る
霧
島
神

水
峡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。　

　

神
水
峡
は
、
霧
島
神
宮
の
す
ぐ

近
く
に
あ
り
ま
す
。
霧
島
山
が
育

ん
だ
霧
島
川
の
清
流
が
造
り
出
し

た
渓
谷
で
、
昔
か
ら
地
域
の
人
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
遊
歩
道
や
案
内
板
の

整
備
が
行
わ
れ
、
３
月
15
日
に
新

た
な
観
光
名
所
と
し
て
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。全
長
は
、１
・
８
㎞
で
、

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
約
１
時
間
。広
々

と
し
た
展
望
台
を
は
じ
め
、
白
い

カ
ー
テ
ン
と
な
っ
て
流
れ
落
ち
る

人
工
滝
、
渓
谷
に
架
か
る
橋
か
ら

の
眺
め
な
ど
、
自
然
を
楽
し
み
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
渓
谷
沿
い
を
散

策
で
き
ま
す
。

　

多
く
の
生
物
や
自
然
の
植
生
を

楽
し
め
る
神
水
峡
は
、
１
年
を
通

し
て
そ
の
姿
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
夏
に
な
る
と
、
切
り
立
っ

た
渓
谷
に
流
れ
る
清
流
が
見
る
人

に
癒
や
し
を
与
え
、
秋
が
深
ま
る

と
周
辺
の
落
葉
樹
が
赤
や
黄
色
に

鮮
や
か
に
色
付
き
ま
す
。

　

遊
歩
道
沿
い
に
は
、霧
島
ジ
オ
パ

ー
ク
な
ら
で
は
の
見
所
も
あ
り
ま

す
。
展
望
台
か
ら
対
岸
を
望
む
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
岩
盤
は
、７
８
８
年

に
起
き
た
御
鉢
の
噴
火
に
よ
る
溶

岩
流
が
柱
状
に
冷
え
固
ま
っ
て
造

り
出
さ
れ
た
柱
状
節
理
で
す
。

　

コ
ー
ス
上
に
は
、ル
ー
ト
案
内
の

ほ
か
、
火
砕
流
の
渓
谷
や
溶
岩
流

の
柱
状
節
理
に
つ
い
て
学
べ
る
案

内
板
も
あ
り
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
へ

の
関
心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

緑
が
深
ま
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

深
い
渓
谷
を
流
れ
る
清
ら
か
な
水

と
、
霧
島
山
が
造
り
出
し
た
自
然

の
造
形
美
に
癒
や
さ
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

問
霧
島
市
観
光
課

☎
０
９
９
５
‐
64
‐
０
８
９
５

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

高原町

�たかはるよりどり交流市運営協議会事務局
　 ☎42-1839

●�日時＝7月19日（日）午前8時30分～午前11時
●�場所＝高原町中央商店街
●�内容＝商店街に30台から40台の軽トラが並びます。月
によって内容が変わる無料のふるまいや体験コーナー
などが行われます。

たかはるよりどり交流市

霧島市

国分キャンプ海水浴場

�国分キャンプ海水浴場管理事務所
　 ☎0995-45-1550

　バンガロー・貸しテント予約を受け付けています。
●�受付期間＝～ 8月31日（月）
●�受付時間＝午前9時～午後5時
※6月は、毎週月曜日が休園日。7、8月は無休
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塩
分
の
取
り
す
ぎ
は
、
高
血
圧
、
心

臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
と

い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
発
生
と
深
く
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。日
本
人
の
食
塩
摂

取
量
は
、
目
標
摂
取
量
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

　

え
び
の
市
の
疾
病
状
況
を
み
る
と
、

高
血
圧
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
増
進
計
画
策
定
時
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
甘
辛
い

味
付
け
を
好
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

○
酸
味
・
香
辛
料
・
香
味
野
菜
を
利
用
す

る
　

酢
、
レ
モ
ン
な
ど
の
酸
味
や
、
唐
辛

子
、
わ
さ
び
な
ど
の
香
辛
料
、
し
ょ
う

が
、
し
そ
な
ど
の
香
味
野
菜
を
上
手
に

使
っ
て
味
付
け
に
変
化
を
つ
け
る
と
塩

分
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
き
な
り
す
べ
て
の
料
理
を
薄
味
に

し
て
も
、
お
い
し
く
な
け
れ
ば
長
続
き

し
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
一
つ
の
料
理
だ

け
を
薄
味
に
し
て
み
る
な
ど
、
徐
々
に

薄
味
に
慣
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

文
：
市
健
康
保
険
課 

後
藤
栄
養
士

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

お
い
し
く
減
塩
を
し
て
み
ま
し
ょ
う 

血
圧
シ
リ
ー
ズ
⑥

　

生
活
習
慣
病
な
ど
を
予
防
す
る
た
め

に
、
減
塩
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を

す
る
と
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
し
、

減
塩
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

○
旨
味
を
生
か
す

　

昆
布
や
か
つ
お
ぶ
し
な
ど
で
だ
し
を

と
る
と
、
風
味
豊
か
に
な
り
ま
す
。

○
鮮
度
の
良
い
食
材
を
使
用
す
る

　

新
鮮
な
食
材
は
、
そ
の
ま
ま
で
も
食

材
の
味
を
引
き
立
た
せ
る
の
で
、
少
な

い
調
味
料
で
す
み
ま
す
。

定
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
家
族
形
態
の

多
様
化
、
地
域
社
会
の
変
化
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
等
に
対
応
し
て
い
く
中

で
、
女
性
に
と
っ
て
も
男
性
に
と
っ
て

も
生
き
や
す
い
、
住
み
や
す
い
ま
ち
え

び
の
市
を
築
い
て
い
く
に
は
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
週
間
を
機
に
、
私
た
ち
の
ま
わ

り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協

力
関
係
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

6
月
23
日
～
29
日
は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

　

毎
年
、
6
月
23
日
か
ら
29
日
は
「
男

女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

 

平
成
27
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
「
身
近
な
女
性
の
活
躍
を
地
域
ぐ

る
み
で
応
援
す
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

～
女
性
の
力
を
活
か
し
て
元
気
な
地
域

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
～
」
の
テ
ー
マ

で
募
集
を
し
、『
地
域
力
×
女
性
力
＝

無
限
大
の
未
来
』
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

男
性
と
女
性
が
と
も
に
、
職
場
や
学

校
、
地
域
や
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
『
男
女
共
同

参
画
社
会
』
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

政
府
や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、

事
業
所
や
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

　

宮
崎
県
で
は
、平
成
24
年
3
月
に「
第

2
次
み
や
ざ
き
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
実
効
性
の
あ
る
ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
4
月
「
え
び
の

市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
施
行
。

平
成
26
年
3
月
に
は
、「
第
2
次
え
び

の
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
策

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y  



21  Ebino City Public Relations, 2015.6

　

市
に
は
、
東
部
・
中
部
・
西
部
・
南
部
の

４
つ
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
市
の
委
託
を
受
け
て
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
が
住
み
な
れ
た
自
宅
な
ど
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
手
伝
い

を
す
る
、
地
域
の
身
近
な
相
談
窓
口
で

す
。連
絡
を
受
け
る
と
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
自
宅
を
訪
問
し
て
相
談
を
受
け
る
ほ

か
、
定
期
的
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

を
中
心
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
先
で
は
、「
高
齢
者
や
そ
の
家
族

か
ら
の
介
護
に
関
す
る
相
談
」「
高
齢
者

の
心
身
の
状
況
把
握
や
介
護
保
険
申
請

の
手
伝
い
」
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

る
「
い
き
い
き
地
域
支
え
合
い
事
業
」
に

も
参
加
し
、
介
護
予
防
に
関
す
る
啓
発

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
3
2
2
2
（
ほ
う
よ
う
内
）

○
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
３
７
７
（
さ
く
ら
苑
内
）

○
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
０
０
６
６
（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

○
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
３
０
８
５
（
え
び
の
涼
風
苑
内
）

　

文
：
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

住み慣れた場所で安心して暮らすために

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

利
用
く
だ
さ
い
。在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

振り込め詐欺に注意を

熱中症対策は万全ですか

熱中症は、室内や気温が高い中での作業や運動で、
体内の水分や塩分などのバランスが崩れ、体温

の調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、ひ
どい時にはけいれんや意識の異常など、さまざまな
症状をおこす病気です。最近では熱中症の全体の 4
割が 65 歳以上の高齢者です。
　熱中症は予防ができる病気です。以下のことに気
をつけて熱中症予防に心がけましょう。

【熱中症の対策】
・部屋の温度を調節し 28℃以下にする
・喉が渇いていなくてもこまめに水分補給をする
・外出の時は涼しい服装でなるべく日陰を歩く など

宮 崎 県 内 で は 、振 り 込 め 詐 欺 の 被 害 に 遭 う 人
が い ま だ に あ と を 絶 ち ま せ ん 。

　 今 年 度 に 入 っ て か ら は 、え び の 市 内 で も 振 り
込 め 詐 欺 の 被 害 が あ り ま し た 。
　 最 近 で は 、「 オ レ オ レ 詐 欺 」「 架 空 請 求 詐 欺 」

「 還 付 金 等 詐 欺 」「 融 資 保 証 詐 欺 」「 金 融 商 品 名 目
の 類 似 詐 欺 」な ど 、振 り 込 め 詐 欺 の 手 口 が 巧 妙
化 し て い ま す 。
　 少 し で も お か し い な と 思 っ た ら 、一 人 で 悩 ま
ず 、ま ず 警 察 や 家 族 な ど に 相 談 し て く だ さ い 。

【 被 害 を 防 ぐ に は 】
・必 ず「 確 認 と 相 談 」を す る
・自 分 だ け 、電 話 だ け で は 判 断 し な い  な ど

5月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 6件
救 急 77件 年 計 403件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

5月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 41件
物 件 20件 本年累計 132件

地域支え合い事業での介護予防講話

南部在宅介護支援セン
ター職員
田原芳子（たはらよし
こさん）
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この本では、レコードを
聴くために必要なもの、

再生の仕方、レコードショッ
プで買物をする際のマナー、
レコードの保管や手入れの方
法、用語などの基礎知識を紹
介しています。
　この本は、レコードのこと
を知らなくても、解りやすく
オシャレに紹介してくれる一
冊です。今までとはちょっと
違った、ゆっくり丁寧な音楽
生活を送ってみませんか。

はじめてのレコード

レコードはじめて委員会／著
（DU BOOKS）

アリは、実はたくさんの
虫たちと一緒に暮らし

ています。アリからエサをも
らう虫。アリを食べる虫。ア
リにかくれる虫。そして、ア
リと助け合う虫など、さまざ
まです。
　この本では、アリと一緒に
生きる虫たちを、迫力ある写
真で紹介しています。
　さあ、アリと暮らす知られ
ざる世界をのぞいてみましょ
う。

アリとくらすむし

島田たく／写真・文
（株式会社ポプラ社）

月間行事 七夕かざり（6日～ 8月13日）
1 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
２ 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
3 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
4 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
6 月 図書館休館日
8 水 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
10 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
11 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
13 月 図書館休館日
15 水 図書館休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回③（岡本小を除く） 13：20 ～ 15：15
16 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
17 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
18 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ 13：30 ～
21 火 図書館休館日
22 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
24 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

パンの販売（菜の花堂） 10：00 ～ 11：00
野菜・手芸品等の販売 10：00 ～ 11：00

25 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
26 日 ソーラーカーを作ろう 13：00 ～
27 月 図書館休館日
29 水 移動図書館車巡回③（岡元小を除く） 14：05 ～ 15：15
30 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
31 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

◎7月のスケジュール

◎イベント

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「モタさんの“言葉” 」　斎藤茂太著　講談社
○「九州の原風景」　岩崎秀夫著　東方出版
○「るるぶこどもとあそぼ‘九州’16」　JTBパブリッシング
○「過ぎ去りし王国の城」　宮部みゆき著　角川書店
○「森は知っている」　吉田修一著　幻冬舎

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「自
衛隊官舎→麓橋団地」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④

「老人福祉センター」⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察
署官舎」
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土曜シネマ
●日時＝7月18日（土）午後1時30分～午後3時
●場所＝学習室
●参加料＝無料
●内容＝アイス・エイジ ※変更になる場合があります。
ソーラーカーを作ろう
●日時＝7月26日（日）午後1時～
●場所＝学習室
●対象＝小学生（3年生までは保護者同伴）
●定員＝先着20人（参加料は無料）
●持ってくるもの＝ニッパー・ドライバー
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特別障がい者手当
障がい児福祉手当を支給します

　市では、重度の障がいがあるため日常的に特別な介護
が必要な人に、特別障がい者手当または、障がい児福祉
手当を支給しています。申請には、指定の診断書などが
必要です。
■特別障がい者手当

【対象者】在宅の20歳以上で、以下の①～⑦に該当する
障がいが2つ以上あるか、それと同程度以上の障がいの
ある人

①両眼の視力の和が 0.04 以下。 ②両耳の聴力レベルが
100 デシベル以上 。③両上肢の著しい機能障がいか、両
上肢のすべての指を欠くか、両上肢のすべての指に著しい
機能障がい。 ④両下肢の著しい機能障がいか、両下肢を
足関節以上で欠く 。⑤座っていることができない程度か、
立ち上がることができない程度の体幹機能障がい 。⑥①
～⑤のほか、身体機能の障がいか、長期にわたる安静が必
要な症状が ①～⑤と同程度以上と認められる状態で、日
常生活の用事を行うことが著しく困難な状態にある。⑦精
神の障がい（知的障がいを含む）で、①～⑥と同程度以上
と認められる。

【手当額】月額26,620円（平成27年4月現在の金額）
【支給月】8月・11月・2月・5月

■障がい児福祉手当
【対象者】在宅の20歳未満で、以下の①～⑩に該当する

障がいのある人

①両眼の視力の和が 0.02 以下。 ②両耳の聴力が、補聴器
を使用しても音声を識別することができない。 ③両上肢の
著しい機能障がい。 ④両上肢のすべての指を欠く。 ⑤両
下肢が全く動かない 。⑥両大腿を 2 分の 1 以上失ってい
る 。⑦座っていることができない程度の体幹機能障がい 。
⑧①～⑦のほか、身体機能の障がいか、長期の安静が必要
な病状が①～⑦と同程度以上と認められる状態で、日常生
活の用事を行うことが著しく困難な状態にある。 ⑨精神
の障がい（知的障がいを含む）で、①～⑧と同程度以上と
認められる 。⑩身体機能の障がいか病状、精神の障がい
が重複する場合で、その状態が①～⑨と同程度以上と認め
られる。

【手当額】月額14,480円（平成27年4月現在の金額）
【支給月】8月・11月・2月・5月

※「施設への入所」、「病院などに継続して3か月以上入
院」、「本人か扶養義務者の所得が一定の額を超える場

合」、「障がいを理由とする年金を受給している」など要
件によっては支給対象外となる場合があります。
問市福祉事務所 福祉係
☎35-1111（内線253）

活用ください
有機堆肥利用促進事業

　市では、市内の登録堆肥を購入した個人、堆肥利用グ
ループ農家、生産部会に補助金を交付します。

【補助額】1ｔあたり2,000円以内 ※10aあたり施肥量は4tが
限度

【対象者】①普通作物および園芸作物等を生産する市内の
グループ、部会等の組織に所属する耕種農家。②市税等に
滞納がない農家

【条件】
・堆肥施用は、同一ほ場で年度内に１回
・農産物はJA共販、市場出荷、契約栽培出荷が基本
・購入する堆肥は、市内の堆肥販売登録者の販売する堆肥

【申請期限】平成28年1月29日（金）
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1111（内線223）

活用ください 堆肥舎整備事業

　市では、堆肥舎の建設をした個人、堆肥利用グループ農
家、生産部会に補助金を交付します。

【補助額】堆肥舎等の新設および増築にかかる経費の1/2
以内 ※上限10万円

【対象者】①普通作物および園芸作物等を生産する市内の
農家及び農業生産法人等。②市税等に滞納がない農家

【条件】
・設置する堆肥舎は、不浸透性の床面と壁並びに屋根を取
り付けること
・設置した堆肥舎は善良な管理を行い、降雨による堆肥舎
外への流出や悪臭対策等の保全に努めること
・設置した施設は、特別な場合を除き他人に譲渡しない

【申請期限】8月28日（金）
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1111（内線223）
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ゲ ーム ス ポ ン サ ー 事 業 の 取 材 に 行 ってきました 。事
業で は、観 客3 万 70 0 0 人にえび の市をPR し 、会 場

は えび の 市 一 色 となりました 。緊 張 と 感 動 で、写 真 を 撮
る手も震えました 。（ 平 松 ）

特 集 の 取 材 で 警 察 署 に 行 ってきました 。交 通 事 故 防
止に対 する熱 意 が ひしひしと伝わってきました 。こ

れ 以 上、交 通 死 亡 事 故 を出さ な いため にも、交 通 ル ール
を 守りましょう。（ 東 ）

人　口 20,046人（ -39人）

男性／ 9,508人（ -16人）　女性／ 10,538人（ -23人）

転入／ 49人　転出／ 53人
出生／ 7人　死亡／ 42人

世帯数 9,136世帯（ -12世帯）
（平成27年6月1日現在）

E
d
ito

r's

申・問市企画課 政策係
☎35-1111（内線325）

参加ください 家畜商講習会

　平成27年度家畜商講習会が開催されます。
【開催場所と開催日】

開催県 開催場所 開催日

宮崎県 宮崎県庁 6 号館 612 号室 8 月 24 日（月）、25 日（火）

鹿児島県 鹿児島県市町村自治会館 402 号室 8 月 27 日（木）、28 日（金）

佐賀県 佐賀県農業大学校 8 月 27 日（木）、28 日（金）

大分県 大分県庁本館 8 階 81 会議室 9 月 24 日（木）、25 日（金）

【申込方法】申込書に必要事項を記入のうえ、以下の必要
書類等を添えて、所定の場所に持参または郵送ください。

開催県 必要書類等 申込場所

宮崎県

受講手数料 3,300 円（宮崎県収
入証紙）、写真（6 ヶ月以内に撮
影した上半身、正面、無帽のも
の）、宮崎県暴力団排除条例に係
る誓約書、家畜人工授精師等の
免許証の写し（講習の特例措置
を受ける人のみ）

宮崎県西諸県農林振興局
農畜産課
〒 886-0004
宮崎県小林市細野 367-2

鹿児島県

受講手数料 3,300 円（鹿児島県
収入証紙）、写真（6 ヶ月以内に
撮影した上半身、正面、無帽の
もの）、家畜人工授精師等の免許
証の写し（講習の特例措置を受
ける人のみ）

鹿児島県農政部畜産課
中小家畜係
〒 890-8577
鹿児島県鹿児島市鴨池新
町 10 番 1 号

※佐賀県、大分県で開催される家畜商講習会の必要書類
等については、市畜産農政課畜産振興室まで問い合わせ
ください。

【申込締切】［宮崎県］7月31日（金）
［鹿児島県］7月17日（金）
［佐賀県］7月24日（金）
［大分県］8月21日（金）

問市畜産農政課 畜産振興室
☎35-1111（内線222・236）

地域防災士になりませんか

　宮崎県では、地域での防災活動の中核となる防災士の
養成研修を行っています。

【内容】基礎コース受講→課題レポート作成・提出→専門
コース受講→防災士資格取得試験の受験
※防災士の資格を取得するためには、別途、救急救命講習
の修了証が必要です。

【参加資格】宮崎県内在住または在勤し、すべての講座に
出席することが可能で、防災に関わっている人や地域の防
災活動に貢献する意志または意欲のある人

【基礎コース開催日】8月2日（日）※受講料は無料
【会場】小林市中央公民館
【申込方法】申込用紙を記入のうえ、市基地・防災対策課に

持参またはFAXで申し込みください。
※申込用紙は、市ホームページ（ http://www.city.ebino.
lg.jp/ ）からダウンロードできます。

【申込期限】7月22日（水）
※防災士資格取得試験を受ける人は、基礎コース受講後、
会場で受験料（3,000円）を支払ってください。その時に、防
災士教本と課題レポートが渡されます。
※市では、資格取得試験の受験料と認証登録料の助成を
行っています。
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1111（内線318）　FAX 35-0401
問宮崎県危機管理局 危機管理課
☎0985-26-7066　FAX 0985-26-7304
問特定非営利活動法人 宮崎県防災士ネットワーク
☎0985-55-0447　FAX 0985-55-0467
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◎ 今月の 表 紙
　 北きりしま田 舎 物 語 推 進 協 議 会
で は、農 作 業 や 田 舎 料 理 作りを 体
験 する「 農 家 民 泊 」を行っています。
今 年 は、近 畿 地 方を中心 に3 府 県 8
校 の 中 学 生・高 校 生 約1,10 0 人 の
修 学 旅 行 生の受け入れを行 います。

今月の納税

個人市県民税 第1期
介護保険料 第2期
6月30日（火）までに納めましょう。

重度障害のある人は
医療費の一部を助成します

　市では、重度の障害を持つ人が、病院で診察を受けた場
合などに、医療費の自己負担分（保険診療外費用・高額療
養費・付加給付を除く）の助成を行っています。

【対象者】①身体障がい者手帳1級または2級を持っている
人。②療育手帳Aを持っている人。③身体障者手帳が3級で
かつ療育手帳B-1を持っている人。
※本人または扶養義務者の所得が一定額を超える場合は、
対象となりません。
※所得は、申告の結果で更新されます。該当しなかった人
も更新後は該当する場合があります。

【助成額】1か月にかかった医療費で1,000円を超えた額
【助成方法】①県内の医療機関に入院した場合は、「重度心

身障害者医療費受給資格者証」を提示し、1,000円（現物
給付自己負担上限額）を支払いください。
②①以外の場合は、1か月にかかった医療費が分かる領収
書等と申請書を、市福祉事務所福祉係に提出してください。
申請月の翌月末に指定された口座に振り込みます。
※対象者には、「重度心身障害者医療費受給資格者証」を
交付しています。詳しくは、市福祉事務所まで問い合わせく
ださい。
※ 申 請 書 は、市 ホームペー ジ（ http://www.city.ebino.
lg.jp/ ）からダウンロードまたは、市福祉事務所、飯野・真
幸出張所に置いてあります。
申・問市福祉事務所 福祉係
☎35-1111（内線261、266）

平成27年度西諸広域行政事務組合
消防職員採用試験

【一次試験実施日】9月20日（日）

【会場】西諸広域行政事務組合消防本部
【科目】一般教養試験、適性検査
【受験資格】

区分 生年月日 試験程度

消防職員 A 平成 2 年 4 月 2 日から平成 6 年
4 月 1 日までに生まれた人 

大学卒程度
※学歴は問いません

消防職員 B 平成 6 年 4 月 2 日から平成 10 年
4 月 1 日までに生まれた人

高校卒程度
※学歴は問いません

【採用予定人数】消防職員A・B全体で6人程度
【受付期間】8月3日（月）～ 8月13日（木）午前8時15分～午

後5時（土・日を除く）
【申込方法】申込用紙を記入のうえ、西諸広域行政事務組

合へ持参または郵送ください。申込用紙は、西諸広域行政
事務組合事務局、西諸広域各消防署に置いてあります。
※郵送での請求はできません。
申・問西諸広域行政事務組合事務局（消防本部内）
☎22-5526

加久藤カルデラと霧島連山を眺望
えびの高原線で行く「矢岳ウォーク」

　市では、えびのガイドクラブと共催し、『えびの高原線で
行く「矢岳ウォーク」』を開催します。

【開催日】7月26日（日）※雨天中止
【時間】午前9時～午後2時 受付：午前8時30分～午前9時
【集合場所】吉松駅 ※午前9時6分発の列車に乗車します。
【参加料】1,000円（弁当代、資料代、保険代など）　

※吉松～矢岳間の乗車券（370円）は各自で購入
【定員】30人
【申込締切】7月22日（水）
【準備するもの】歩きやすい服装・靴、飲み物、帽子 など
【行程】吉松駅→（列車）→矢岳駅→（徒歩）→矢岳高原（昼食）

→（徒歩）→吉田温泉→（車）→京町温泉駅または吉松駅
※えびの高原線は、JR九州の一部路線の愛称です。
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写真：ツタウルシ（撮影：平成27年5月31日）

ツタウルシは、幹から空中に根を出して、ほかの樹木な
どに巻き付いて成長します。

ツタウルシ
Rhus ambigua

ウルシ科ウルシ属


